
なめがた　2011.12.1 2

郷
土
の
歴
史
を
知
ろ
う
―

麻

新

藩

生

庄

家

麻生御殿向表御間取（行方市指定文化財）

　

新
庄
氏
は
い
か
に
し
て
麻
生
の
地
に
立
藩

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
４
０
０
年
以

上
前
の
こ
と
、
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）、

新
庄
直
頼
（
し
ん
じ
ょ
う
な
お
よ
り
）
が
常

陸
国
行
方
・
河
内
・
新
治
・
真
壁
・
那
珂
、

下
野
国
芳
賀
・
都
賀
・
河
内
の
八
郡
内
に

三
万
三
百
石
の
領
地
を
与
え
ら
れ
、
現
在
の

行
方
市
麻
生
を
拠
点
と
し
て
麻
生
藩
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

新
庄
氏
は
も
と
も
と
、近
江
国
（
滋
賀
県
）

の
大
名
で
し
た
。
新
庄
に
居
住
し
て
、
地
名

を
姓
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
５

年
の
関
が
原
の
戦
い
で
は
石
田
三
成
ら
の
西

軍
に
属
し
、徳
川
家
康
率
い
る
東
軍
と
戦
い
、

敗
戦
。
し
た
が
っ
て
江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府

に
と
っ
て
は
外
様
大
名
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

徳
川
氏
に
敵
対
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

許
さ
れ
て
立
藩
し
、
小
藩
な
が
ら
も
比
較
的

江
戸
に
近
い
麻
生
を
本
拠
地
と
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
麻
生
藩
新
庄
氏
に
詳
し
く
『
常
陸

国
麻
生
藩
の
研
究
』（
茨
城
新
聞
社
刊
）
の

著
書
が
あ
る
植
田
敏
雄
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。『
関
が
原
の
戦
い
以
前
、
新
庄
氏

に
徳
川
氏
と
の
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
石
田
方
に
付

い
た
の
は
、
豊
臣
政
権
下
で
現
在
の
大
阪
府

高
槻
市
の
城
主
で
あ
っ
た
新
庄
氏
が
、
周
囲

が
す
べ
て
石
田
方
で
あ
っ
た
た
め
心
な
ら
ず

も
石
田
方
に
属
し
た
、
と
の
徳
川
家
康
の
判

断
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。』

　

関
が
原
の
戦
い
後
、
直
頼
と
直
定
（
な
お

さ
だ
）
の
父
子
は
助
け
ら
れ
、同
郷
で
当
時
、

今
の
福
島
県
会
津
地
方
の
領
主
で
あ
っ
た
蒲

生
秀
行
（
が
も
う
ひ
で
ゆ
き
）
に
預
け
ら
れ

ま
し
た
。
慶
長
９
年
正
月
に
は
罪
を
許
さ
れ

て
、
駿
府
（
静
岡
市
）
で
家
康
に
謁
見
、
さ

市内には各地に文化財や遺跡など、郷土の歴史を感じることが出

来る箇所がたくさんあります。今回は江戸時代に麻生地域を治め

ていた麻生藩、新庄家について特集します。

外
様
大
名
と
し
て
立
藩
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ら
に
江
戸
に
お
い
て
家
康
の
後
継
者
・
秀
忠

に
も
謁
見
し
、領
地
を
与
え
ら
れ
た
の
で
す
。

　麻生藩について

研 究 し、「 常 陸 国

麻生藩の研究」（茨

城新聞社）の著者

で あ る 植 田 さ ん。

社会科教諭として

麻生中、麻生高校

赴任時代に麻生藩

について関心を深

め、以後現在に至

　

新
庄
氏
は
領
地
の
中
で
な
ぜ
、
麻
生
を
居

所
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
に
つ
い
て

は
植
田
さ
ん
執
筆
の
麻
生
町
史
に
詳
し
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

『（
前
略
）
新
庄
氏
が
な
ぜ
麻
生
を
居
所
と
決

め
た
の
か
確
証
は
な
い
が
、
八
郡
の
う
ち
石

高
も
多
く
領
地
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
の
は
常

陸
国
行
方
郡
で
あ
る
。
そ
れ
に
推
定
で
は
あ

る
が
、
新
庄
氏
の
祖
先
の
居
所
が
琵
琶
湖
の

東
岸
、
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
近
江
国
坂
田

郡
新
庄
や
、そ
こ
か
ら
移
っ
た
朝
妻
の
地（
い

ず
れ
も
現
在
の
米
原
市
）
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
考
え
て
、
霞
ヶ
浦
の
東
岸
中
央
に
位
置
す

る
麻
生
が
近
江
国
の
故
郷
に
類
似
し
、
し
か

も
水
運
で
江
戸
と
の
往
来
が
容
易
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
麻
生
を
根
拠
地
と
決
め
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　

新
庄
氏
が
領
地
支
配
の
拠
点
と
し
た
麻
生

陣
屋
の
構
築
は
元
和
５
年
で
、
江
戸
幕
府
が

武
家
諸
法
度
に
よ
り
新
規
の
城
郭
構
築
を
厳

禁
し
た
４
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
新
庄
氏
の
領
地
拝
領
か
ら
陣
屋
構
築
ま

で
の
15
年
間
は
、
本
格
的
な
構
築
に
は
着
手

な
ぜ
麻
生
に
陣
屋
を
？

せ
ず
、
背
後
の
城
跡
（
麻
生
城
跡
）
を
一
時

的
に
使
用
し
た
の
か
、
或
い
は
麻
生
地
内
の

ど
こ
か
に
仮
の
城
館
を
設
置
し
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。
新
庄
氏
の
入
封
直
後
は
戦
国

の
気
風
も
色
濃
く
、
初
め
て
関
東
入
り
し
た

新
庄
氏
に
と
っ
て
、
要
害
の
地
に
あ
る
中
世

城
館
跡
の
一
時
的
な
使
用
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
そ
し
て
新
領
地
に
お
け
る
本
格
的
な
築

城
の
直
前
に
武
家
諸
法
度
に
よ
る
築
城
の

厳
し
い
制
限
、
禁
止
令
が
出
さ
れ
、
こ
の
規

制
の
も
と
に
麻
生
陣
屋
は
構
築
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
（
後
略
）』
と
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
麻
生
小
学
校
周
辺
に
は
、
藩
士
の

屋
敷
割
や
城
下
町
特
有
の
鈎
（
か
ぎ
）
の
手

道
が
残
り
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

麻
生
小
学
校
周
辺
道
路
に
お
い
て
、
来
年

度
の
小
高
・
行
方
両
校
と
の
統
廃
合
に
よ
る
、

通
学
路
の
道
路
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
先
立
ち
、「
麻
生
藩
陣
屋
跡
」
の

発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
麻
生
小
学
校
の

敷
地
は
全
域
遺
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る

場
所
で
す
。
今
回
の
調
査
は
、
敷
地
東
南
の

道
路
建
設
部
分
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
出

土
し
た
主
な
遺
物
は
磁
器
（
椀
・
皿
・
仏
花
瓶
・

散
蓮
華
）・
陶
器
（
水
注
）・
炻せ

っ
き器
（
擂す
り
ば
ち鉢
）・

土
器（
燈
明
皿
・
焼
塩
壺
）・
瓦
・
石
製
品（
像
）・

金
属
製
品
（
銭
貨
・
釘
・
楔
・
煙
菅
）
等
で
す
。

な
か
で
も
３
個
発
見
さ
れ
た
焼
塩
壺
は
い
ず

れ
も
泉
州
（
大
阪
）
製
で
、
焼
き
塩
を
製
造

貯
蔵
す
る
際
、
塩
の
に
が
り
を
抜
く
た
め
に

容
器
ご
と
窯
に
入
れ
て
加
熱
精
製
す
る
も
の

で
、
東
京
な
ど
の
武
家
屋
敷
で
は
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
茨
城
県
内
で
は
珍
し
い
も
の

だ
そ
う
で
す
。

　

10
月
29
日
（
土
）
に
は
、
発
掘
現
場
の
現

地
説
明
会
を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約
40

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時

の
生
活
ぶ
り
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
遺
物
を
前

に
、
参
加
者
の
方
々
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

植田敏雄さん
るまで研究を続けていらっしゃいます。植田さん

が研究する以前、麻生藩についての活字の史料は

ほとんどない状態でした。

　『地元の歴史を少しでもわかるようにしておき

たかった。麻生藩について少しでも多くの人に興

味をもってもらい、郷土を愛する心が育まれると

いいですね。』と話してくれました。

発掘現場の現地説明会が行われました
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今回の発掘で発見された主な遺物

麻
生
藩
家
老
屋
敷
記
念
館

（
旧
畑
家
住
宅
）

茨
城
県
指
定
有
形
文
化
財

　

麻
生
藩
の
家
老
職
を
務
め
た
畑
家
の
住
宅
で
す
。

現
存
す
る
主
屋
は
、
安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
に
火

災
で
焼
失
し
、
翌
安
政
４
年
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
福
田
家
の
所
有
と
な
り
、

平
成
３
年
福
田
家
よ
り
麻
生
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
上
層
武
家
住
宅
の
遺
構
は
、
県
内
に
も
数
が
少

な
く
貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
全
面
ふ
き
替
え
も
終
了

し
、
往
時
の
麻
生
藩
を
感
じ
ら
れ
る
唯
一
の
建
造
物

と
し
て
、
そ
の
佇
ま
い
を
今
に
残
し
て
い
ま
す
。

３頭の馬骨

○利用案内○
開館時間　午前９時～午後４時
開　　　　　館　　　　　日　木・金・土・日及び祝祭日
　　　　　　（除く、年末年始）
入　　　　　館　　　　　料　無　料


	市報 『なめがた』 第76号 2.pdf
	市報 『なめがた』 第76号 3
	市報 『なめがた』 第76号 4

